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⑩嚢色事鐘、その也硯吾

瞳筐鱈求、企仙加求事件

紗手形瞬陸

～“万間禾擾

駒万円以上 l”万円未漬

1”万円以上 Z”万円未演

麺万円以上 3“万円未涜

3“万円以上 500万円未澗

500万円以上1.岬万円未濁

1.噸万円以上
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（1）αの2分の1

1．瞬涯上⑩杖駒、鍵疋告窺める心

力とする．

Z，訴詮上”汝駒の挽定が受けられ
肱かつた野合、申立ての手詮料（印
眠代）を適加して文出する．
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97.…円
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（1）⑪の2分の1

もの'二つも､ては378.,円主で
旧麺すること部で倉る．

1．塊実に入手Lた念醒が、3D”0万門ヱーUIz，て

力10純（便別）含狂唾と寸・る．

現実に入手した哉腿が． 3．噸万円を超える鄙分
'二ついては、その超える甚分の6％（碗別）を加
日する．

2．当面取立てがでeない事件の隠嗣金は“,”
円～1配.6“円とし．螺準額を86.4“円とする。

3．扣手方の減求を脾擁した場合の種碩金は．着
手金の7観掴当額とし．訴錘事件の出介は．出廷
回敏に金10.”円を魚じた域と二れに範戸する。
ただし． 1判旺函量'二よる加算額は、翰求俳除額の
10％を超えなも､ものとする．

一､､ー=戸＝ー専一一一一▼ ー一 宇一一一= ー

感ずる二とができる．

醐睡向數は1回10，麺円を甚準と十
ら．
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密蛎晒非陛事件

一

～“万門禾銅

50万円以上 l“万円未濁

1W万円以上坤万円未調

2”万円以上 3”万円未漢

300万円以上知万円未潤

500万円以上1．，万円未漕

1.噸万円以上
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25.咽門

不砂盈事件に

蛾ずろ．

1．瞬睡上の牧助の碇疋唇求めるU

のとする。
2．翫隆上の救助鋤決定が受けられ
なかった埋合、申立ての手数料（印
麟代）を逸加して支出する．
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I鱒.唖円～I鯉.…間

162.幽門～Z15.皿門

操峨額を】94.4”円とする．

■件の性質上衿に処理が困臣な

もの'二つ↓､ては3氾幽円まで
咽額す-ることができる

赴けた科登が． ’'㈹0万門淫で羅・七のID､乃I嘆

剛を基準とする．

受けた利益が、 1.幽万円を超え｡.”万円支で
12、その超える詞分の6発（礎別）を加算する・

鉦けた利益が、 。.“0万円を超え5.000万円まで
lま。その超える部分の5発〔悦測を加算する．

受けた利益が、 5.”0万再砦超える鰯分i二ついて
は、その超える薗分の4％（礎別）を掴打する。

1．事件の画易．出趣画荻尋の再思'三つ

b,てけ金鎗事件:こ同じ、

2．吟価の算定膣国土交通省の公示固

隅・扣観種の鰯聴侵絡を参今に映定十

::徒けた利蓬が不明の“;こは.争い
”寓鯉ど勘案し評優する．
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(閃停も国繊）

35．0“円

35.UUU円

1．訴唾上の杖助の援疋ご求めるも

りとする．
2．蹄屋上の救助の後定が糞けられ
歴か今た掛合．申立ての手歓僻（印
虞代）を追絢して支出寸.ろ．

う金峻納求を仲わだも､も”

194.4“円～2郷.4”円

壕隼額を226.8”円とする。

つ金埋鯖求を伴うもの

合鍵鵡求と岡傑と十る．

ただし22b,”円警下自らな

b,ものとする．

金鉦事件に嚇寸④．

嘱僻の性質上稗に処理が圃玩砥

ものにつも､てば378.幽円まで
⑪額十ることができる

訴顧の算定はロ的物の圏顧の3

分の1を遮印と十る．

1 ， 愈鎚その他の伽麗的姑付かなも､X'三当血取巫

でができない事件の蛾願念は64,8“円～129.“0円
とし、揮準額を66, 6“円とする，

Z・公示送選亨件;3，M,8鈍円～託.麺円とする。

3． 1;二かかわらず．金銭給付のある＄合'二畦、
愈践事件に準ずる．

4．金蝕以外の財量的給付のある出合には．不動
凧・動廠事件に醸ずる．

5．堂鐘その笛の財竃的給付力ある署合の侭国金
の下隈は“.4”円とする。
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(偽苛む

～不勧厘事件に車寸る。

1 ．弦けた利益の算疋につも､て漣．伏畏

Hの分劉払も､の出合$二Iま2年分、通蛮分
別事件8二つも､でI急棚観分の3分の1と
し．鰯翻金ぱそれぞれその10艶（硯21）
とす.ろ．

Z，事件の砿呂、出睡回蹟写の考慮につ
いては金娘亭件と岡胆．

１４
桁
政
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Ｉ
35.幽円 唾立ての手歓料《印砥1口腫沮胆し

て支出する，

I酷.幽門～認可.…lﾑカ 事件の性質上衿に処理が困既な

もの$二つも､てIさ378.”円衷で
増観することがで@る0

1 . 113.1蛇円～】“､6Z8円5こ．出辿凹矼u画5二つ

さ10.“円を蛾じた団を麺算する．

2． 16二かかわらず、金銭給付のある喝合は、全

蚊事件に準ずる．

事件の包呂寄砦寺竃し､麺家Tこことg､でで

ろ．

１５
係
全
事
件

Ｉ ⑪仮差押・仮処分

②労働事件断行阻焔分

Z0.0Ⅸ)円

ZO‘幽問

1 .怪垂金瞳沮、して翼出ず⑳.疋

厘し、被掻助看の直接負担を求める
二とがある．

2．壁録免肝硯は追加して支出す
ろ。

43.和0円～64.8”門

lZ9｡“0門～19404W間

事講事件と－砧して扱唾丁乙．

堂岨事件～小勧哩事件に畢丁ら。

左露事件と睡孟亭件”糞陸弄哩士か“な

る燭台にに実情に応じ後窟する．

１

６
そ
の
他

D任飼映行事件

②財産開乖争喫

④彼付停止事件

四座マ騨庁マrT

シ手マ函帝一応一 一

E判亭件のうち家事亭件
寒準別表罵二に掲げる
■件

”.”間

C少額翫陸債権軌竹

15.“O侭

15.恥円

10.”円

ZD.”円

2⑪.”円

O寅停不詞の

本齢

弱,唖円

O濁停・本瞬

一抵傾肋

各20.噸円

Tb鋳全は廻駒して叉出する．

嘩墜金瞠週加して支出する．亀定

し、彼垂肋君の直接凸担を我めるこ
とがある．

雨立ての手砲料I同】砥代】 Iさ垣屈し

て文出すも。

ご宰亜ワいり0－ｰ…牢g一ヶ一画

54.…円～75,”円

己騨理亭件がある喝合

軌行対象が不動題の期合

剥.“0円～75,”円

倹行対象が噴禰・勤産の秘8

43.2”円～“.”屑

C少額翫陸憤姐軌行

43,2“偶

3204“円～43．2“間

“｡”円～了5.”問

43.2”門～1“｡”門

C國停不脚の本瞬

飼停事件の晋手金の2分の1
相当観を塊じら．

“､4”円～1麺.”円

O詞停不詞の本訴

C函停・本瞬一躍田助

1錘.姻円

■停““円～1唾四円

本既 16ユ”円

建疑珊疫叉は恢痕過誤その他事

件の性質上特に処理が函睡なも
の腱ついては162.”円室で増

回する二と鋲で倉る．

円停不両のと6は本訴を閲遍麺

駒する．

亭件の性質上将に処理が困難雄
ものにつ8,で雄194.4”円衷で
増観することができる．

竃寓事件と一括して決定Tる．

本室事件と一括して吠疋する．

位映事件～不勘唖事件に畢丁ら．

団陥・聞知専胸求亭杵に牢丁ら．

本実事件と鐘劃賦行事件の支惟弁狸士か

民なる尋合には実愉に応患決定する．
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